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データ通信マニュアルについて 

本マニュアルでは、 FOMA L 704 i でデータ通信をする際に必要な事項についての説明をはじめ、 CD-ROM 
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FOMA 端末か 6 利用でをる 
データ通信について 


FOMA 端末をパソコンと接続して、パケット通信と 
データ輯送 （ OBEX ) によるデータ通信をご利用いた 
だけます。 

• 日 4 K データ通信には対応していません。 

• Rem 別 e Wakeup には対応していません。 

• FAX 通信はサポートしていません。 

• ドコモの PDA 「 musea 」 や 「 si 旨 marion n 」 「 si 旨 marion 
m 」 には対応していません。 


パケット通信 


送受信したデータ量に応じて通信料金びかかる通信方 
式です。ネットワークに接続したままの状態で必要なと 
をにのみデータを送受信する使いかたに適しています。 
通信環境やネットワークの混雑状況の影響により通信 
速度び変化するベストエフォートによる提供です。 

ド コモの インターネット接続 ヴー ビス rm 叩 era 川 や 
「 mopera 」 など FOMA のパケット通信に対応したアク 
セスポイントを利用して、受信最大 3.6 Mbps 、 送信最 
大 384 kbps の通信速度でデータ通信びでをます。 
FOMA L 704 i は、海外でも W - CDMA または GPRS 
のパケット通信に巧応したアクセスポイントを利用 
して、データ通信びでをます。 

• 多量のデータの送受信を行ラと、通信料金び高額になり 
ますのでごを意ください。 

• FOMA 八イスピードエ U ア外での通信速度は、送受信最 
大 384 kbps となります。 

• ドコモのインターネット接続サービス 「 mopera 」 わご 
利用いただけますび、 「 mopera 」 のアクセスポイント 
をご利用の場合の通信速度は、送受信最大 384 kb | DS と 
なります。 


了ータ転送 


ホ外線通信やドコモケータイ da ね link を利用して 
FOMA 端末とパソコンなどでデータを送受信ずる通 
信方式でず。通信料金はかかりません。 

ドコモケータイ datalink を利用する場合は 、 FOMA 
充電機能付 USB 接続ケーブル01(別売）または 
FOMA USB 接続ケーブル（別売）び必要になります。 


ご利用にあたつての留意 jiS 


インターネットヴービスプ□バイダの利用 
料について 


インターネットを利用する場合は、ご利用になるイン 
ターネットサービスプ□バイダ a ソ降プ□バイダ）に 
巧ずる利用料び必要になります。この利用料は 、 FOMA 
サービスの利用料とは別に直接プ□バイダにお支払い 
いただをます。利用料の詳細については、ご利用のプ 
□バイダにお問い合わせください。 


ドコモのインターネット接続ヴービス 「mopera U 」 
または rm 叩 era 」 をご利用いただけます 。 fmopera 
UJ をご利用いただく場合は、お申し込みび必要（有 
料）となります。 「 mopera 」 をご利用いただく場合 
は、お申し込み手続さ不要、月額使用料無料です。 


接続先（プ□バイダなど）の設定について 


パケット通信を行うとさはパケット通信対応の接続 
先をご利用ください。 

• DoPa のアクセスポイントには接続でさません。 

• 円 AFS などの PHS 日 4 K /32 K データ通信のアクセス 
ポイントには接続でさません。 


ネットワークアクセス時のユーザ認証につ 
いて 


接続先によっては、接続時にユーザ認証 （ ID とパス 
ワード）び必要な場合びありまず。その場合は、通信 
ソフト（ダイヤルアップネットワーク）で ID とパス 
ワードを入力して接続してください。 ID とパスワード 
は接続先のプ□バイダまたは接続先のネットワーク 
管理をから付与されます。詳細については、プ□バイ 
ダまたは接続先のネットワーク管理者にお問い合わ 
せ < ださい。 


パケット通信の条件 


FOMA 端末とパソコンなどを接続して通信を行うに 
は、次の条件び必要になりまず。ただし、条件び整っ 
ていても基地局の混雑状況や電波状態によって通信 
でさないことびあ0ます。 

• FOMA 充電機能付 USB 接続ケースレ 0] (別売）び利用 
でさるパソコンであること 

• FOMA サービスエ U ア内であること 

• アクセスポイントび FOMA のパケット通信に対応して 
し、ること 



データ通信を利用するためのパソコンの動作環境は 
次のとおりです。 


項目 

必要環境 

パソコン本体 

. PC-AT 互換機で CD-ROM ドライブ 
び使用できる機器 

• US 目ポ ー h (Universal Serial Bus 
Specification Rev ].1 /2.0 準拠） 

• ディスプレイ解像度800 X 600 
ドット、 Hi 呂 h Color （目己,已 3 目色） 

政上を推奨 

0 S &1 

• Windows Vista、Windows XP 、 
Windows 2000 (各日本語版） 

必要メモリ 

• Windows Vista :己 12 M バイ 

• Windows XP : 128 M バイ 

• Windows 2000 :日 4 M バイト 
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項目 

必要環境 

)\-ドデイス 
ク容量 

• 已 M バイトじ(上の空さ容量^2 


《1: OS アップグレードからの動作は保証いたしかねます。 
《2:必要メモリ、八ードディスク容量は、パソコンのシ 
ステム構成によって異なる場合びあります。 


• メニューび動作する推奨環境は Microsoft internet 
Explorer 6.0攻降です。 

CD - ROM をセットしてもメニューび表示されない場合 
は次の手順で操作して < ださい。 

① 「スタート」 ► 「マイコンピュータ」を順にクリック 
する 

② CD - ROM のアイコンをちクリック ► 「開く」を選択 

③ rindex . html 」 をダブルク U ックする 

※： Windows Vista の場合、推奨環境は Microsoft 
internet Explorer 7.0し：^降です。 

付属の CD - ROM をパソコンにセットすると、次のよ 
ラな警告画面び表示される場合びあります。この警告 
は 、 Microsoft Internet Explorer のセキュ U テイの 
設定によって表示されますび、使用には問題ありませ 
ん /。 

[はい]をク U ックしてください。 

• 画面は Windows XP を使用した場合の例です。お 
使いのパソコンの環境により異なる場合びありま 
す。 



i 器について 


データ通信を利用するには、 FOMA 端末とパソコンな 

外に次の機器、およびソフトウェアび必要です。 

• FOMA 充電機能付 US 目接続ケーブル日](別売）また 

は FOMA US 目接続ケーブル（別売） 

• FOMA L 704 i 用 CD-ROM (付属品） 

お知5せ 

• US 目ケーブルは、専用の FOMA 充電機能付 US 目 
接続ケーブル01、または FOMA US 目接続ケーブ 
ルをお買いホめください。パソコン用の US 目ケー 
ブルはコネクタ部の形状び異なるため使用でさま 
せん。 

• 本書は、 FOMA 充電機能付 US 目接続ケーブル 0] 

を使用した場合の説明となっています。 

• USB HU 目を使用すると、正常に動作しない場合 
びあります。 


一夕通信の用語一覽 I 

■ APN : 

Access Point Name の略です。パケット通信の接 
続先（プ□バイダや LAN など）を識別するときに使 
用されます。例えば、ドコモのインターネット接続 
ヴービス 「mopera U 」 の APN は 「 mopera . net 」 
となります。 

■ cid : 

Context Ident げ ier の略です。パケット通信の接続 
先 ( APN ) を FOMA 端末に登録するとさに付ける 
登録番号です。本 FOMA 端末では]〜] 0までの cid 
を使って10件の APN を登録できます。 

■ DNS : 

Domain Name System の略です。 URL などに含 
まれる 「nttdocom 日. co . jp 」 などの表現を、コン 
ピュータび読み込めるよラに数字のみのアドレス 
に変換するシステムです。 

■ PDP type : 

PDP は 、 Packet Data Pr 日 t 日 c 日 I の略です。パケッ 
卜通信の方式を表します 。 FOMA L 704 i は、通常 
は PPP 接続方式と IP 接続方式に対応しており、プ 
□バイダなど接続先び指定する方式を選択でさま 
す。 

接続先び指定する PDP type につきましては、プロ 
バイダまたは接続先のネットワーク管理者にお問 
い合わせください。 

■ QoS : 

Quality of Service の略です。ネットワークのサー 
ビス品質を示します。 FOMA 端末ではデータの通信 
速度の条件を指定でさます。^ 

※：接続時の速度は通信状況などによって可変します。 

■通信設定最適化： 

FOMA ネットワークでパケット通信を行ラとさに、 
TCP / IP の伝送能力を最大限に生かすための TCP 
パラメータです。 

FOMA 端末の通信性能を最大限に活用するには、 
TCP パラメータの最適化び必要となります。 
■パソコンの管理ち権限： 

Windows のシステムのすべてにアクセスでさる権 
限のことです。通常、管理者権限を持たないユー 
ヴー（アカウント）は、通信設定ファイル（ドライ 
バ）や FOMA PC 設定ソフトなどのインストール/ 
アンインス I -ールびでさません。 
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データ通信の準備の流れ 


FOMA 端末とパソコンを接続してパケット通信を利 
用する場合の準備の流れは次のとおりです。 



通信設定ファイルと FOMA PC 設定ソフトについて 
L 704 i 通信設定ファイル（ドライバ） 

FOMA 端末とパソコンを FOMA 充電機能付 USB 接続 
ケーブル 0] で接続して、パケット通信やファイル転 
送をするために必要なソフトウエア （ ドライバ）です。 

FOMA PC 設定ソフト 

パケット通信の接続先 （ APN ) やダイヤルアップなど 
の設定を簡単に行うためのソフトウエアです。 


FOM A 5 S 末とパソコンを接 
続ずる 


FOMA 端末とパソコンを FOMA 充電機能付 USB 接 
続ケーブル01(別売）で接続する方法について説明 
します。 


1 USB モード設定 1 

USB モードを設 

是 

ずる 


FOMA 端末の 「 USB モード設定」を「通信モード」に 
します。 


因[メニュ ー] ►巧馈定) ► 「その他」 
►rusBt- ド設定」 _ 


US 的-ド'設定 
巧 a 巧^ド 
且 micros 的-ド 


2 「通信 モー ド」 


FOMA 端末とパ 9 コンを FOMA 巧電機 ¥ 
付 USB 接続ケーブル01(別売)で接続する 


1 FOMA 端末の外部接続端子キャップを開け 
(O)、F0MA 充電機能付 USB 接続ケーブ 
ル01の外部接続コネクタをラベル面を上 
にしてまっすぐ「カチッ」と音びするまで差 
し込む (©) 

2 FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01 
の USB コネクタをパソコンの USB 端子に 
接続する (©) 



取り外しかた 

① FOMA 充電機能付 USB 接続ヶーブル01(別売） 
のが部接続コネクタのリリースボタンを巧しなが 
5、まっすぐ引き抜く（〇) 



③パソコンの USB 端子か 5 F 0 MA 巧電機能付 USB 
接続ケーブル01を引き抜く （0) 
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お知 5 せ 

• 通信の切断、誤動作、データ消失の原因となるた 
め、データ通信中に FOMA 充電機能付 US 目接続 
ケーブル 0] を取り外さないで<ださい。 

• FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01のコネク 
夕は無理に接続しないで<ださい。故障の原因とな 
ります。各コネクタの向きや角度び正しくないと、 
接続でさません。各コネクタの向さや角度び正しい 
とさは、強い力を入れなくてもスムーズに接続でさ 
るよラになっています。ラまく接続でさないとさ 
は、無理に行わずに、わう一度コネクタの向きや角 
度、形状などを確認してください。 

• FOMA 充電機能付 US 目接続ケーブル01は無理に 
取りがさないでください。無理に引っ張ろうとする 
と故障の原因となります。 


インス!^ール/アンインス 
卜ール時の注意点 


通信設定ファイル（ドライバ）や FOMA PC 設定ソフ 

卜のインス!^ール/アンインストール時は、次の点に 

ごま意ください。 

• インストール/アンインストールを行ラ場合は、必ずパ 
ソコンの管理者権限を持ったアカウントで行ってくださ 
し、。それ!;!外のアカウントでインストール/アンインス 
トールを行ラとエラーになります。パソコンの管理者権 
限に関する設定や操作については、各パソコンメーカま 
たはマイク□ソフト社にお問い合わせください。 

• インストール/アンインス!-ールを行ラ前に、他のソフ 
トウェアび稼動していないことを確認してください。稼 
動している場合は、ソフトウェアを終了させてから行っ 
て < ださい。 

■ Windows Vista の場合 

「ユーヴーアカウント制御」画面び表示された場合 
は、「許可」または「続行」をク U ックするか、パ 
スワードを入力して [0 K ] をク U ックしてくださ 
し、。パソコンの管理者権限に関する設定や操作につ 
いては、各パソコンメーカまたはマイク□ソフト社 
にお問い合わせください。 


通信設定ファイル（ドライ 
バ）をインス!^ールずる 


FOMA 端末とパソコンをはじめて FOMA 充電機能付 
USB 接続ケーブル01(別売）で接続する場合は、通 
信設定ファイルをインストールしておく怒要びあり 
ます。 

• 通信設定ファイルのインストールは、必ず FOMA 端末と 
パソコンび接続されていない状態で開始してください。 

• 操作の前に、必ず「インス I -ール/アンインス I -ール時 
のま意点」 （ P 4) を参照してください。 



Windows Vista にインストール 
ずる場合 


1 FOMA L704 佣 CD-ROM をパソコン 
にセットずる 

「FOMA L 704 i CD - ROM 」 画面び表示されます。 



• パソコンの設定によっては、表示されない場合び 
あります。その場合は、操作3に進みます。 

2 画面ち上の^をクリックする 

「FOMA L 704 i CD - ROM 」 画面び消えます。 

3 パソコンと FOMA 端末を接続ずる 

パソコンの画面のタスクバーから「新しい八ード 

ウェアび見つかりました」といラポップアップ 

メッセージび数秒間表示されます。 

• 接続方法^ド3 

• FOMA 端末の電源び入っている状態で接続してく 
ださい。 

4 「ドライバソフトウェアを検索してイン 
スIルしまず(推奨)」をクリックずる 

• ク U ック後、パソコンの画面のタスクバーから「デ 
バイスドライバソフトウエアをインス1ルし 
ています」といラポップアップメッセージび数秒 
間表示されます。 

• 通信設定ファイルを同じパソコンに2回！;(上インス 
トールした場合は、次の画面び表示されず、パソコ 
ンの画面のタスクバーから「デバイスドライバソフ 
トウェアび正しくインストールされました」といラ 
ポップアップメッセージび数秒間表示され、自動的 
にインストールび完了することびあります。 

その場合は、続いて通信設定ファイルび正しくイン 
ストールされていることを確認して<ださい。 
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5 「ディスクはありません。他の方法を試し 
ます」をクリックする 



6 「コンピュータを参照してドライバソフ 
トウエアを検索します(上級)」をクリツ 
クする 


を含_巧しレVトドウェアのな化- FOMAL704i 

回 

このデパイス用のドライバソフトウエアが見つかりまだんでした。 

g 巧策を隹設しまずに） 

デバイスが因かするために必まなキがあるかどうかが巧 S されまず • 

♦ コンビユータをきおしてドライバソフトウエアを検索しまず（上嵌) (R) 
ドライパソフトウエアを手面で觀してイシストールしまず • 



L キでシレ嗎| , 


7 通信設定ファイル（ドライバ)の検索巧を 
入力►[次へ]をクリックずる 

検索先として、「次の場所でドライバソフトウエア 
を検索します」欄に「く CD - ROM ドライブ名> : 
¥ 旨 uicle¥US 日 Driver ¥ L 704 LUS 日 -Driver 
¥ WinVista 32」 と入力します。 



g インストールの終了画面で[閉じる]をク 
リックする 

この後、操作日〜8を2回行い、通信設定ファイルを 
すべてインストールします。 

すべての通信設定ファイルのインス I -ールび完了す 
ると、パソコンの画面のタスクバーから「デバイス 
ドライバソフトウエアび正しくインス I -ールされま 
した」といラポップアップメッセージび数秒間表示さ 
れます。 

続いて、通信設定ファイルび正しくインストー j レされ 
ていることを確認してください。 - P 7 


Windows XP にインストールずる 

+ 日 A 

柄 □ 


1 FOMA L 704 佣 CD - ROM をパソコン 
にセットずる 

「FOMA L 704 i CD - ROM 」 画面び表示されます。 



• パソコンの設定によっては、表示されない場合び 
あります。その場合は、操作3に進みます。 

2 画面ち上の因をクリックずる 

「FOMA L 704 i CD - ROM 」 画面び消えます。 
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3 パソコンと FOMA 端末を接続ずる 

パソコンの画面のタスクバーから「新しい八ード 
ウェアび見つかりました」といラポップアップ 
メッセージび数秒間表示されます。 

• 接続ち法^ド3 

• FOMA 端末の電源び入っている状態で接続して< 
ださい。 

4 r いいえ、今回は接続しません」を選択 ► 
[次へ]をクリックずる 



5 「一覧または特定の場所か5インス! 
ルする(詳細)」を選択►[次へ]をクリツ 
クする 



6 「次の場所で最適のドライバを検索する」 
を選択リムーバブルメディア（フ□ッ 
ピ ー、 CD - ROM など)を検索」のチェック 
をがす次の場所を含める」にチェック 
を入れる►通信設定ファイル （ ドライバ） 
の検索巧を入力 ► [次へ]をクリックする 

検索先として、「次の場所を含める」欄に 「< cd - 
ROM ドライブ名 > : ¥ guide ¥ USBDriver ¥ 
L 704 LUSB _ Driver ¥ Win 2 k_XPJ と入力しま 
す。 
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■最適な ソフトウエアの選択画面び表示された 
場合 

パソコンの状況によっては、次のような画面び 
表示される場合びあります。 

その場合は「く CD - ROM ドライブ名> :¥ 
旨 uicle ¥ USBDriver ¥ L 704 LUSB _ Driver ¥ 
Win 2 k _ XP 」 を選択 ► [次へ]をク U ックし 
て、インストールを続けてください。 



T 新しい A — ドウエアの検索ウィザードの 
完了画面で[完了]をクリックする 

この後、操作4〜7を2回行い、通信設定ファイル 
をすベてインストールします。 

すべての通信設定ファイルのインス I -ールび完了す 
ると、パソコンの画面のタスクバーから r 新しい八一 
ドウエアびインス!-ールされ、使用準備びでさまし 
た」といラポップアップメッセージび数秒間表示され 
ます。 

続いて、通信設定ファイルび正しくインストー j レされ 
ていることを確認してください。 - P 7 


Windows 2000にインストールずる 
場合 


1 FOMA L 704 用 CD - ROM をパソコン 
にセットずる 

「FOMA L 704 i CD - ROM 」 画面び表示されます。 



• パソコンの設定によっては、表示されない場合び 
あります。その場合は、操作3に進みます。 


巧のぺージへ続く 











































































2 画面ち上の之]をクリックする 

「FOMA L 704 i CD - ROM 」 画面び消えます。 

3 パソコンと FOMA 端末を接続ずる 

「新しい八ードウエアび見つかりました」画面び 
数秒間表示されます。 

• 接続方法^ド3 

• FOMA 端末の電源び入っている状態で接続して< 
ださい。 


4 [次へ]をクリックずる 



5 「デバイスに最適なドライバを選択ずる 
(推奨)」を選択►[次へ]をクリックする 


7 通信設定ファイル（ドライバ)の検索先を 
入力►に K ] をクリックする 

検索先として、「製造元のファイルのコピー元」欄 
に「く CD - R 日 M ドライブ名> : ¥ guide¥USB 
Driver ¥ L 704 UJSB_Driver ¥ Win 2 k _ XP 」 と 
入力します。 


削 MM 曲巧 叩中* 

回懲滿惑蹟啟繳デ。 畑旨乱たドラィブに巧入 [ 



ドライバ名を確認 ► [次へ]をクリックず 

る 


ドライバフバルのなま 

，トドウ::アデバイスのドライバファイル巧まがが了しましを。 

図 


みのデ J バスのドライ/臟齡れましを： 
FOMA L704i 


を 

のがイスのドライ歷〕かりましを。この隨モイシスト-ルネるはんじれ]を奶ゥウしてく粉 

d 讲704し drive し0806讲 704ibus.inf 


A -ドウ:！:アデバイスドライバのインストール I 

デ，お ドラゴ9(ま、ドたアデバイスびオペレーティンヴシステムで正しく执巧するように設定するI 

ホのデバイスをイシストルします： 

ぐ ） FOMA L 704 i 

g 顆懼が就徽媽;颗献織離! 

巧お方まを涅巧しむださい。 

巧郎イ纖 獅刊歷策お . 画懲 
广このデバイスの巧知のド別パをま示して、モの一度から进おする屯） 



A r 場所を指定」を選択 ► [次へ]をクリック 
ずる 




0 新しし、 A — ドウエアの検索ウィザードの 
完了画面で[完了]をクリックする 

この後、操作4〜9を2回行い、通信設定ファイル 
をすベてインストールします。 

接続後、通信設定ファイルび自動的にインストールさ 
れます。 

すべての通信設定ファイルのインス I -ールび完了す 
ると、パソコンの画面のタスクバーから r 新しい八一 
ドウエアびインス!-ールされ、使用準備びでさまし 
た」といラポップアップメッセージび数秒間表示され 
ます。 

続いて、通信設定ファイルび正しくインストー j レされ 
ていることを確認してください。 - P 7 


インストールした通信設定ファ 
イル（ドライバ）を確認ずる 


L 704 i 通信設定フアイルび正しくインス I -ールされ 
ていることを確認します。 

例 ： Windows XP の場合 


1 「スタート」コント□—ルパネル」 ► 
「パフ オー マンスとメンテナンス」►「シ 
ステム」を順にクリックずる 
■ Windows Vista の場合 

「 la (スタート)」 ► 「コント□ールパネル」 ► 
「システムとメンテナンス」を順にク U ツクし 
ます。 
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■ Windows 2000の場合 

「スタート」 ► 「設定」 ► 「コント□ールパネ 
ル」 ► 「システム」を順にク U ックします。 

2 「ハードウェア」タブをクリック►[デバ 
イス7ネージャ]をクリックずる 

■ Windows Vista の場合 

「デバイスマネージャ」 ► [続行]を順にクリッ 
クします。 

■ Windows 2000の場合 

「デバイスマネージャ」タブをク U ックします。 

3 各デバイス表示をクリックして、インス 
トールされたドライバ名を確認する 

「USB (Universal Serial Bus ) コント□—ラ」 
「ポート （ COM と LPT )」 「モデム」の备デバイスに 
すべてのドライバび表示されていることを確認しま 
す。 



Windows XP の場合 


デバイス表示 

ドライバ名 

USB (Universal Serial 

FOMA L 704 i 

Bus ) コント□-ラ 


ポート （ COM と LPT ) 

FOMA L 704 i OBEX 


Port 

モデム 

FOMA L 704 i 


③「モデム」をクリック ►「FOMA L 704 U を選択►メ 
ニューパーか5瞩作] ► [プ□パティ]を順にク 
リック ► 「モデム」タブをクリックする 

「ポート:」のち側に FOMA 端末の COM ポート番号 
び表示されます。 



通信設定ファイル（ドライ 
パ）をアンインストールずる 


通信設定ファイルのアンインストールび必要な場合 
は、次の手順で行いまず。 

• 通信設定ファイルのアンインス!ルは、必ず FOMA 端 
ホとパソコンび接続されていない状態で開始してくだ 
さい。 

• 操作の前に、必ず「インス I ール/アンインス I -ール時 
のま意点」 （ P 4) を参照してください。 

例： Windows XP の場合 

1 「スタート」コント□—ルパネル」 ► 
「プ□グラムの追力 [] と削除」を順にクリッ 
クする 

「プ□グラムの追加と削除」画面び表示されます。 

■ Windows Vista の場合 

「 ia (スタート)」 ► 「コント□ールパネル」 ► 
「プ□グラムのアンインストール」を順にク 
U ックします。 

■ Windows 2000の場合 

「スタート」 ► 「設定」 ► 「コント□ールパネ 
ル」を順にク U ック ► 「アプリケーションの追 
加と削除」をダブルク U ックします。 


FOMA 端末の通信ポート番号を確認ずるには 

FOMA PC 設定ソフトを使わずに通信の設定を行ラと 
さなどに、 FOMA 端末のモデム名や通信ポート (COM 
ポート）の番号び必要になる場合びあります。デバイ 
スマネージャ画面から確認する方法を説明します。 

① FOMA 端末とパソコンを接続ずる 

• 接続ち法^ド3 

② r 通信設定ファイル（ドライバ）を確認する」の操作 
1〜2を行う 


2 rF 0 MAL 704 iUSB 」 を選択►「変更と 
削除」をクリックする 

■ Windows Vista の場合 

「アンインス!-ール」をク U ックします。 
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[ OK ] をクリックする 



FOMA L704i ドライバをおおしますかマ 


0K 」 


I し ancel il 


4 アンインス!ルの確認画面で [0 K ] を 
クリックずる 


アンインス I -ールび終了します。 


お知5せ 

• 通信設定ファイルをインス!-ールするとさに、 
FOMA PC 接続ケーブル（別売）び外れたり、パソ 
コンで[キャンセル]を押してインス]-ールを中止 
したりすると、正常にインストールされない場合び 
あります。このよラな場合は、アンインス!-ールの 
操作を行って通信設定ファイルを一度削除してか 
ら、再度インストールしてください。 


FOMA PC 設定ソフトにつ 
いて 


FOMA 端末をパソコンに接続してパケット通信を行 
うには、通信に関するさまざまな設定び必要でず。 
FOMA PC 設定ソフトを使用ずると、次の設定を簡単 
に行うことびできます。 

■ かんたん設定 

ガイドに従い操作することで 「 F 日 MA データ通信用 
ダイヤルアップの作成」や「通信設定の最適化」な 
どを簡単に行います。 

■ 通信設定の最適化 

「 FOMA パケット通信」を利用する前に、パソコン 
内の通信設定を最適化します。 

通信性能を最大限に活用するには、通信設定の最適 
化び必要になります。 

■接続先 （ APN ) の設定 

パケット通信に必要な接続先 ( APN ) の設定を行 
います。 

FOMA パケット通信の接続先には、電話き号は使用 
しません。 

あらかじめ接続先ごとに、 FOMA 端末に APN 
(Access Point Name ) と呼ばれる接続先名を登 
録し、その登録番号 ( cid ) を接続先番号欄に指定 
して接続します。 

お買い上げ時、 cid ] には FmoperaJ の接続先 
( APN )「 mopera . nejp 」、 cid 3 には 「mopera U 」 
の接続先 ( APN ) rmopera . net 」 び登録されてい 
ます。 


お知5せ 

• FOMA PC 設定ソフトを使わずに、パケット通信 
の設定を行ラ方法わあります。 - P 17 

• FOMA PC 設定ソフト（バージョン 4.0.0) じ(前のち 
いバージョン似後旧 FOMA PC 設定ソフトと呼び 
ます）びインストールされている場合は、あらかじ 
め旧 FOMA PC 設定ソフトをアンインストールして 
ください。バージョンの確認方法一 P 1 1 


FOMA PC 設定ソフトを® 
用した通信設定の順巧 


ステップ] 


FOMA PC 設定ソフトをイン 
ストールする 


FOMA PC 設定ソフトをパソコンにインストール 
します。 

• インス!ルで法一 P 10 

• 旧 FOMA PC 設定ソフトびインス I ルされている場合 
は 、 FOMA PC 設定ソフトをインス!ルする前にアン 
インス I ルしてください。旧 FOMA PC 設定ソフトび 
インス!ルされている場合は 、 FOMA PC 設定ソフト 
はインス I -ールでさません。 


ステップ2 


設定前の準備をする 


設定の前に FOMA 端末びパソコンに接続されてい 
ること、通信設定ファイルび正しくインストールさ 
れ、 FOMA 端末びパソコンに認識されていること 
を確認してください。 


• FOMA 端末とパソコンの接続ち法一 P 3 
• 通信設定ファイルの確認ち法^ド7 

• FOMA 端末びパソコンに正しく認識されていない場合 
は、 L 704 i 通信設定ファイルをインス!ルしてくださ 



本 

ステップ3 

かんたん設定を使用して各種 
設定をする 


FOMA PC 設定ソフトのかんたん設定を使用して、 
通信の各種設定をします。 

• mopera U を利用したパケット通信の設定ちま一 P 1 2 
• その他のプ□バイダを利用したパケット通信の設定ち法 
一 P 13 

• 通信設定の最適化^ P 16 
• 接続先 （ APN ) の設定一 P 1 目 


インターネットに接続する 


ステップ4 


設定後、インターネットに接続します。 

• 接続ち法^ P 14 


0 







































FOMA PC 設定ソフトをイ 
ンストールずる 

• 操作の前に、必ず「インス I ール/アンインス I -ール時 
のま意点」 （ P 4) を参照してください。 

例 ： Windows XP の場合 

1 付属の FOMA L 704 用 CD - ROM をパ 
ソコンにセツトする 

「FOMA L 704 i CD - R 日 M 」 画面び表示されます。 



2 「データリンクソフト•各種設定ソフト」 
をクリックずる 

3 「FOMA PC 設定ソフト」の[インストー 
ル]をクリックずる 

[インストール]をク U ックすると、次のような 
警告画面び表示される場合びあります。この警告 
は 、 Microsoft Internet Expl 日 rer のセキュリ 
ティの設定によって表示されますび、使用には問 
題ありません。 

■「ファイルの ダウン□-ドーセキュリティの警 
告」画面び表示された場合 

[実行]をク U ックします。 



■ rInternet Explorer - セキユリテイの警告」画 
面び表示された場合 

[実行する]をクリックします。 



4 インス!-ール画面で[次へ]をクリックす 
る 

旧 W - TCP 設定ソフトおよび旧 FOMA データ通信 
設定ソフトなどびインストールされているとい 
ラ画面び表示された場合は、 P ]] を参照してくだ 
さい。 



5 FOMA PC 設定ソフトの使用許諾契約 
書の内容を確認し、契約内容に同意ずる 
場合は[はい]をクリックずる 

[いいえ]をクリックすると、インストールは中 
止されます。 

6 セットアップタイプを 選択 ►[次へ]をク 
リックずる 

「タスクトレイに常駐する」にチェックを付ける 
と、インス!ル後、（通信設定最適化一 P 1 目） 
びパソコンの画面ち下（通常）のタスクトレイに 
常駐します。通信設定最適化を簡単に起動でさる 
ため、常駐させることをおすすめします。 

• チェックをがしても FOMA PC 設定ソフトはイン 
ストールでさます。インス!-ール後に常駐させる 
場合は 、 FOMA PC 設定ソフトの起動画面で r メ 
ニュー」をク U ックし、「通信設定最適化をタスク 
トレイに常駐させる」を選択してください牌駐 
に設定されている場合は選択でさません)。 

■ Windows Vista の 場合 
操作7へ進みます。 

7 インス!^ール巧を確認►[巧へ]をクリッ 
クする 

変更びある場合は[参照]をク U ックし、任意の 
インストール先を指定して[次へ]をク U ックし 
て < ださい。 

八ードディスク容量び不足する場合などには、違 
ラドライブにインス I -ールすることをできます 
び、通常はそのまま次の操作へお進みください。 
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巧のぺージへ続く 




























































Q プ□グラムフオルダのフオルダ名を確認 
►[次へ]をクリックする 

変更びある場合は新規フオルダ名を入力し、[次 
へ]をク U ックしてください。 

9 [完了]をクリックする 

セットアップを完了すると、 「 F 日 MA PC 設定ソ 
フト」び起動します。このまま各種設定を開始で 
さます。 


FOMA PC 設定ソフトのインストール時に表示され 
る警告画面や確認画面について 
旧 W - TCP 設定ソフトがインス I ルされている場合 

警告画面び表示されます。 

Windows Vista の場合は「プ□グラムのアンインス 
I ル 」、 Windows XP の場合は「プ□グラムの追加 
と削除 」、 Windows 2000の場合は「アプリケーショ 
ンの追加と削除」から旧バージョンの 「 W - TCP 設定 
ソフト」を削除して<ださい。 

旧 FOMA データ通信設定ソフトがインストールされ 
ている場合 

警告画面び表示されます。 

Windows Vista の場合は「プ□グラムのアンインス 
I ル 」、 Windows XP の場合は「プ□グラムの追加 
と削除 」、 Windows 2000の場合は「アプ U ケーショ 
ンの追加と削除」から旧バージョンの 「 FOMA データ 
通信設定ソフト」を削除して<ださい。 

旧 FOMA PC 設定ソフトがインス I ルされている 
場合 

警告画面び表示されます。 

Windows Vista の場合は「プ□グラムのアンインス 
I ル 」、 Windows XP の場合は「プ□グラムの追加 
と削除 」、 Windows 2000の場合は「アプ U ケーショ 
ンの追加と削除」から旧バージョンの 「FOMA PC 設 
定ソフト」を削除してくださし、。 

インス!-ールの途中で[キャンセル]や[いいえ]を 
クリックした場合 

セットアップの中止画面び表示されます。 

インス!-ールを継続する場合は[いいえ]をクリック 
してください。中止する場合は[はい]をク U ックし 
て、確認画面で[完了]をク U ックして<ださい。 


FOMA PC 設定ソフトのバージョン情報を確認す 
るには 

FOMA PC 設定ソフトを起動後、「メニュー」 ► 「バー 
ジョン情報」を順にク U ックすると、バージョン情報 
画面び表示されます。 



通信の設定を行5 


FOMA PC 設定ソフトを使用したパケット通信の各 
種設定について説明します。 

• 設定應こ FOMA 端末びパソコンに正しく接続されている 
ことを確認してください。 - P 3 
• 本 FOMA 端末は、日 4 K データ通信に対応していません。 


FOMA PC 設定ソフトを起動ずる 


パソコンから FOMA PC 設定ソフトを起動します。 
例 ： Windows Vista、XP の場合 

1 「スタート」►「すべてのプ□グラム」 ► 
「FOMA PC 設定ソフト 」 ►「FOMA PC 
設定ソフト」を順にクリックずる 

FOMA PC 設定ソフトの起動画面び表示されま 
す。 

■ Windows 2000の場合 

「スタート」 ► 「プ□グラム 」 ►「FOMA PC 
設定ソフト 」 ►「FOMA PC 設定ソフト」を順 
にクリックします。 



FOMA PC 設定ソフトを使って、次の通信設定 
びでさます。 

• mopera U を利用したパケット通信の設定 
一 P 12 

• iTiQpera U 1； (外のプ□バイダを利用したパケッ 
卜通信の設定- ► P 13 


ポートを指定ずる 


r 通信設定」でパソコンの通信ポート （ COM ポート） 
の番号を指定できます。 

• 通常、この設定を行ラ必要はありません。 COM ポート 
を任意に設定する必要びある場合に行って<ださい。 

I FOMA PC 設定ソフトの起動画面か5 
「メニュー」► r 通信設定」を順にクリック 
する 
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自動設定（推奨）：自動的に接続されている FOMA 
端末を指定します。通常はこちら 
を選択してください。 

COM ポート指定：任意の COM ポート番号を指定し 
たい場合に、ご利用の FOMA 端 
末び接続されている COM ポート 
の番号を COM ] 〜 C 0 M 99 まで 
で指定します。 

• COM ポート番号の確認ち法一 P 8 


かんたん設定によるバケツト通 
の設定 


通信速度最大 3.6 Mbps (受信側)、 384 kbps (送信 
側）のパケット通信の設定を行いまず。 

• FOMA 八イスピードエ U ア外での通信速嵐ま、送受信最 
大 384 kbps となります。 

• ドコモのインターネット接続サービス 「 mopera 」 わご 
利用いただけますび、 「 mopera 」 のアクセスポイント 
をご利用の場合の通信速度は、送受信最大 384 kbps と 
なります。 


fmopera UJ または finoperaj を接続先 
として利用する場合 


プ□バイダとして、ドコモのインターネット接続ヴー 
ビス 「 mopera 川または 「 mopera 」 を利用する場 
合の設定方法です。 

例 ： Windows XP の場合 

1 FOMA PC 設定ソフトの起動画面で[か 
んたん設定]をクリックずる 

2 r パケット通信 (hHGH-SPEED 巧応端 
末)」を選択 ► [次へ]をクリックずる 

■ Windows Vista の場合 

「パケット通信」を選択 ► 「次へ」をクリック 
します。 

3 「『mopera U 』 への接続」または 

「 [moperaj への接続」を選択 ► [次へ]を 
クリックずる 

[Fmopera UJ への接続」を選択した場合は、ご契 
約済みであることを確認する画面び表示されます。 
ご契約済みの場合は、[はい]をク U ックします。 


• firiGpera UJ は PPP 接続と IP 接続、 「 mopera 」 は 
PPP 接続のみに対応しています。 

• rmoperaU 」 をご利用いただく場合は、お申し込 
みが必要となります（有料)。 

•「 mopera 川 「 mopera 」 ソタ 1•のプ□バイダをご利 
用になる場合は、 P 1 3を参照してください。 

4 [0K] をクリックする 

パソコンに接続された FOMA 端末から接続先 
( APN ) 設定を取得します。しばらくお待ちくだ 
さい。 

5 「接続名」欄に任意の接続名を入力►「発 
信者番号通知」か5 r 設定しない」または 
「18目を付力日ずる」を選択►[次へ]をク 
リックする 

• 「接続名」欄に次の半角文字は入力でさません。 

¥/:*?!<> I " 

• 海外でご利用になる場合には、「設定しない」を選択 
して < ださい。 



A 「使用可能ユーザーの選択」を任意に選択 
►[次へ]をクリックする 

「『mopera U 』 への接続」または 「『 mopera 』 へ 
の接続」を選択した場合は、「ユーヴー名」「パス 
ワード」の各欄び空欄でち接続でさます。 

■ Windows Vista の場合 

[次へ]をクリックして、操作8へ進みます。 

7 r 最適化を行う」にチェックを付ける ► 
[次へ]をクリックする 

パケット通信に必要な通信設定を最適化します。 

■既に 最適化されている場合 

最適化の確認画面は表示されません。 

g 設定情報の内容を確認 ► [完了]をクリッ 
クする 

• 「デスクトップにダイヤルアップのショートカッ 
卜を作成する」にチェックを付けると、デスクトッ 
プにダイヤルアップ接続のショートカツトび作成 
されます。 



2 [0K] をクリックする 

設定び完了します。 
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9 [ OK ] をクリックする 

設定び完了します。 

■ 最適化の設定を変更した場合 (Windows XP 、 
2000の場合） 

設定の変更を有効にするためにパソコンを再 
起動する必要びあります。再起動の選択画面で 
「はい」をクリックして<ださい。 


その他のプ□バイダを接続先として利用す 
る場合 


例 ： Windows XP の場合 

1 FOMA PC 設定ソフトの起動画面で[か 
んたん設定]をクリックする 


A 限続巧 ( APN ) 設定]►[追力日]を順にク 
リックし、接続巧 ( APN ) を設定►に K ] 
をクリックずる 

「接続先 ( APN ) 設定」画面に戻ります。 

• 接続先 （ APN ) には、ご利用のプ□バイダの FOMA 
パケット通信に対応した接続先 （ APN ) を正しく 
入力してください。 

• 接続先には、半角文字で英数字、八イフン（-)、ピ 
U オド （.） のみ入力でさます。 

• 接続先 （ APN ) は、 cid の2、4〜10に登録でさま 
す。お買い上げ時、 cid ] には 「 mopera 」 の接続 
先 （ APN )「 mopera . ne . jp 」、 cicl 3 には 「mopera 
川の接続先 （ APN ) rmopera . net 」 び登録され 
ています。 


9 r パケット通信 (hHGH-SPEED 巧応端 
末)」を選択 ► [次へ]をクリックする 

■ Windows Vista の場合 

「パケット通信」を選択 ► 「次へ」をクリック 
します。 

3 「その他」を選択►[次へ]をクリックずる 

4 [0K] をクリックずる 

パソコンに接続された FOMA 端末から接続先 
( APN ) 設定を取得します。しばらくお待ちくだ 
さい。 

5 「接続名」欄に任意の接続名を入力ずる 

• 「接続名」欄に次の半角文字は入力でさません。 

¥/:*?!<> I " 

• 発信ち番号通知の設定については、ご利用になるプ 
□バイダの指示情報に従ってください。 

• 海外でご利用になる場合には、「設定しない」を選択 
して < ださい。 

■ IP アドレスと DNS を設定する場合 

ご利用のプ□バイダより、接続先の IP アドレス 
と DNS の設定び指定されている場合は、[詳細 
情報の設定]をクリックして設定します。 




柱続先け PN): I :！ J 

番号 <cid): [2 ~ 

括爲ホ式 巧 PPP 巧病 广 IP 操倚 

※アクセスボイントIこけ広した巧病ち式をお进リください。 

Xアクたスポイントの巧攝ち巧Iこけ巧した FOMA 端末を。1|用ください。 

[ 0K 1 _キャン它ル 


接続巧 ( APN ) を選択 ► DDK ] をクリック 
ずる 

「接続先 ( APN ) 設赴画面び終了します。 


g [次へ]をクリックする 

9 「ユーザー名」 r パスワード」を入力►「使 
用可能ユーザーの選択」を任意に選択 ► 
[次へ]をクリックする 

ユーヴー名、パスワードには、ご利用のプ□バイ 
ダから指定された情報を、大文字/ル文字などに 
注意して正確に入力してください。 

■ Windows Vista の場合 

「ユーヴー名」「パスワード」を入力 ► [次へ] 
をクリックして、操作]]へ進みます。 


1 Q r 最適化を行う」にチ： L ックを付ける ► 

' [次へ]をクリックずる 

パケット通信に必要な通信設定を最適化します。 

■ 既に最適化されている場合 

最適化の確認画面は表示されません。 
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パケット接続中/終了中 
パケット通信中 
パケット受信中 
パケット送信中 
パケット送受信中 


• ユーヴー名とノ（スワードの保存、またはノ くスワードの 
保存にチェックを付けると、次回からは入力を省略で 
さます。 

• 0 S の種類によっては、ダイヤルアップを接続すると 
接続の完了画面び表示されます。ただし、じ(前に接続 
完了のメッセージを表示しない設定にした場合は、完 
了画面は表示されません。 



通信中の表示について 

パケット通信中、本 FOMA 端末には、政下のよラな画 
面と通信の状態を示すアイコンび表示されます。 

通信の状態を 
示すアイコン 


接続先名 
通信の状態 




インターネットブラウザを終了しただけでは通信び 
切断されない場合びありまず。次の操作を行い、確実 
に切断して < ださい。 


1 パソコンのタスクトレイの 
ダイヤルアップアイコンを 
クリックずる 

接続状態を示す画面び表示されます。 

■ Windows Vista の場合 

(スタート)」 ► 「接続先」を順にクリック 
して、接続しているダイヤルアップを選択しま 
す。 


巧のぺージへ続く 



]] 設定情報を確認 ► [完了]をクリックする 

設定された内容び一覧で表示されます。設定内容 
に誤りびないことを確認してください。 

設定内容を変更する場合は[戻る]をク U ックし 
ます。 

• 「デスクトップにダイヤルアップのショートカッ 
卜を作成する」にチェックを付けると、デスクトッ 
プにダイヤルアップ接続のショートカットび作成 
されます。 

12 [ OK ] をクリックする 

設定び完了します。 

■ 最適化の設定を変更した場合 (Windows XP 、 
2000の場合） 

設定の変更を有効にするためにパソコンを再 
起動する必要びあります。再起動の選択画面で 
[はい]をク IJ ックしてください。 


[^定 した通信を実行ずる I 

FOMA PC 設定ソフトを使用して設定した通信およ 
び切断の操作について説明しまず。 

• 通信する前に FOMA 端ホびパソコンに正し<接続され 
ていることを確認してください。 - P 3 
• 通信するとさは、設定に使用した FOMA 端末を接続し 
てください。異なる FOMA 端末を接続した場合は、通 
信設定ファイルの再インス I -ールび必要になる場合び 
あります。 

1 パソコンのデスクトップの 
接続アイコンをダブルク 
リックずる 

デスクトップに接続アイコンび表示されていな 
い場合は、次の操作を行います。 

■ Windows Vista の場合 

「巧|(スタート)」 ► 「接続先」を順にクリック 
►設定した接続先を選択 ► [接続]をクリック 
します。 

■ Windows XP の場合 

「スタート」 ► 「すべてのプ□グラム」►「ア 
クセヴ U 」► 「通信」 ► 「ネットワーク接続」 
を順にク U ック ► 設定した接続先のアイコン 
をダブルク U ックします。 

■ Windows 2000の場合 

「スタート」 ► 「プ□グラム」 ► 「アクセサリ」 
► 「通信」 ► 「ネットワークとダイヤルアップ 
接続」を順にク U ック►設定した接続先のアイ 
コンをダブルク U ックします。 

2 [ダイヤル]をクリックする 

接続先に接続されます。 

• r 『 mope「a U 』 への接続」または 「『 mopera 』 への接 
続」を選択した場合は r ユーヴー名」 r パスワード」の 
各欄は空欄のまま、[ダイヤル]をク U ックしても接 
続でをます。その他のプ□ノ（イダやダイヤルアップ接 
続を選択した場合は、 r ユーヴー名」 r パスワード」の 
各欄に入力し、[ダイヤル]をク U ックしてくださし、。 


龜 

FOMA 


嫩 

点 

巧过3巧过 
































2 [切断]をクリックする 

通信び切断されます。 



お知5せ 

• パソコンに表示される通信速度は、実際の通信速 
度とは異なる場合びあります。 


ネットワークに接続でをない場合について 

ネットワークに接続でさない（ダイヤルアップ接続び 

でさない）場合は、まず次の項目について確認して< 

ださい。 

FOMA L 704がパソコン上で認識できない 

• お使いのパソコンび動作環境 （ P 1) を満たしてい 
ることを確認してください。 

• 通信設定ファイルびインストールされていること 
を確認してくださし、。 

• FOMA 端ホびパソコンに接続され、電源び入ってい 
ることを確認してください。 

• FOMA 充電機能付 US 目接続ケーブル 0] (別売） 
び、しっかりと接続されていることを確認してくだ 
さい。 

• US 目モード設定 （ P 3) び「通信モード」に設定さ 
れていることを確認してください。 

相手先に接続でをない 

• ID (ユーヴ名）やパスワードの設定び正しいかどう 
かを確認して < ださい。 

• 接続先の APN び正しいかどラかを確認して<ださ 
い。 


FOMA PC 設定ソフトをア 
ンインストールずる 


• 操作の前に、必ず「インス I -ール/アンインストール時の 
を意点」 （ P 4) を参照してください。 


アンインストールを実行する前に 


FOMA PC 設定ソフトをアンインストールする前に、 
FOMA 用に変更されたパソコンのが態を元に戻ず怒 
要びあります。 


例 ： Windows XP 、 2000の場合 

] 「通信設定最適化」を終了させる 

パソコンのタスクトレイのなをもク IJ ックして、 
ポップアップメニューから「終了」をク U ックし 
ます。 

■ Windows Vista の場合 

操作2に進みます。 

2 起動中の FOMA PC 設定ソフトを終了 
させる 

FOMA PC 設定ソフトの起動画面ち下の[終了] 
をク U ックします。 

•「FOMA PC 設定ソフト」や「通信設定最適化」の 
起動中にアンインス!-ールしようとすると、アン 
インストールの中断画面び表示されます。その場 
合は、[〇のをク U ックしてそれぞれのプ□グラ 
ムを終了した後、アンインス!-ールを行います。 


アンインストールする 


例 ： Windows XP でアンインストールずる場合 

1 「スタート」コント□—ルパネル」 ► 
「プ□グラムの追力 [] と削除」を順にクリッ 
クする 

「プ□グラムの追加と削除」画面び表示されます。 

■ Windows Vista の場合 

「 ia (スタート）」 ► 「コント□ールパネル」 ► 
「プ□グラムのアンインス!-ール」を順にク 
U ックします。 

■ Windows 2000の場合 

「スタート」 ► 「設定」 ► 「コント□ールパネ 
ル」を順にク U ック ► 「アプ U ケーシヨンの追 
加と削除」をダブルク U ックします。 

2 「NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフ 
卜」を選択 ► 梢 y 除]をクリックずる 

■ Windows Vista の場合 

[NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト」を選 
択^「アンインストール」をク U ックします。 

■ Windows 2000の場合 
「NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト」を選 
択^ [変更と削除]をク U ックします。 

削除ずるプ□グラム名を確認►[はい]を 
クリックずる 

アンインス I -ールび開始されます。 



4 [完了]をクリックずる 

FOMA PC 設定ソフトのアンインストールび終 
了します。 
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r 通信設定最適化」の解除 

Windows XP 、 2000で通信設定の最適化び行われて 
いる場合は、次の画面び表示されます。アンインス 
I -ールする場合は[はい]をク U ックしてください。 



最適化を解除するには、パソコンの再起動び必要で 
す。すぐに解除する場合は、続いて表示される次の確 
認画面で「はい、今すぐコンピュータを再起動しま 
す。」を選択 ► [完了]をク U ックします。 




r 通信設定最適化」は FOMA ネットワークでパケット 
通信を行う際に、 TCP / IP の伝送能力を最適化するた 
めの 「TCP パラメータ設定」ツールでず。 Windows 
XP または Windows 2000で FOMA 端末の通信性能 
を最大限に活用する前に、このソフトウェアによる通 
信設定の最適化び必要です。 


最適化の設定と解除 


通信の設定（ダイヤルアップ）ごとに最適化を設定/解 
除でをます。 

例：最適化する場合 

1 FOMA PC 設定ソフトの起動画面で随 
信設定最適化]をクリックする 

■ タスクトレイから操作する場合 

タスクトレイのなをク IJ ックします。 

2 「FOMA HIGH - SPEED 対応端末(受信 
最大 3.6 Mbps )」 を選択 ► [最適化を行 
5] をクリックずる 



■最適化を 解除する場合 

「FOMA hHGH - SPEED 対応端末（受信最大 
3.目 Mbps )」 を選択 ► [最適化を解除する]を 
クリックします。 

• 最適化されている場合は、通信設定最適化画面び 
表示されません。 

3 [はい]をクリックする 



A 再起動の確認画面で[はい]をクリックず 
る 

パソコンび再起動されます。 

通信設定の最適化は、パソコンを再起動した後に 
有効になります。 


阵続巧 ( APN ) の設定 J 

パケット通信の接続先 （ APN ) を設定します。 

接続先 （ APN ) は10件まで設定でさ、1〜10の接続 
先 ( APN ) を管理する登録番号 （ cid ) び付け5れまず。 
cid はパケット通信の接続先を指定ずるときに使いま 
す。お買い上げ時、 cidl には 「 mopera 」 の接続先 
( APN )「 mopera . ne . jp 」 、 cid 3 には 「mopera U 」 
の接続先 （ APN ) rmopera . net 」 び登録されていま 
す。新しく cid を設定ずるときは、2または4〜10に 
設定しまず。 

• 設定する前に FOMA 端ホとパソコンび正し<接続され 
ていることを確認してください。 - P 3 

1 FOMA PC 設定ソフトの起動画面で鳴 
続巧 ( APN ) 設定]をクリックする 

2 FOMA 端末設定取得画面で [0 K ] をク 
リックずる 

パソコンに接続された FOMA 端末から接続先 
( APN ) 情報を取得します。 
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3 接続巧 ( APN ) の設定をずる 



■接続先 （ APN ) を追加する場合 

[追加]をク U ックします。 

■登録済みの接続先 （ APN ) を編集する場合 

編集する接続先 ( APN ) を一覽から選択 ► [編集] 
をク U ックします。 

■登録済みの接続先 （ APN ) を削除する場合 

削除する接続先 ( APN ) を一覧から選択 ► 梢 U 除] 
をク U ックします。 

• cidl または cid 3 に登録されている接続先 （ APN ) は、 
削除でさません。 

例えば cid 3 を選択して悄リ除]をク U ックした場合、 
接続先 ( APN ) はお買い上げ時に登録されている 
「 mopera . net 」 になります。 


ファイルへの保を 


FOMA 端末に登録された接続先 （ APN ) 設定のバッ 
クアップや、編集中の接続先 （ APN ) 設定の保をびで 
をます。 

1 「ファイル」►「名前を付けて保を」/「上 
書き保を」を順にクリックずる 


アイルからの読み込み 


パソコンに保巧されている接続先 （ APN ) 設定の再編 
集や FOMA 端末への書き込みびでさまず。 

] 「ファイル」►「開く」を順にクリックする 


FOMA 端末への接続先 （ APN ) 情 
報の書さ込み 


表示されている接続先 （ APN ) 設定を FOMA 端末に 
書き込むことびできます。 

1 [ FOMA 端末へ設定を書き込む]をク 
リックする 

上書さの確認画面び表示されます。 

2 [はい]をクリックする 


FOMA 端末か5の接続先 ( APN ) 
情報の読み込み 


パソコンに接続されている FOMA 端末の接続先 
( APN ) を読み込むことびできます。 

1 「ファイル」 ►「 FOMA 端末か5設定を取 
得」を順にクリックずる 

FOMA 端末設定取得画面び表示されます。 

2 [0 K ] をクリックずる 



追加/編集された接続先 （ APN ) を FOMA 端末へ書 
き込むことびできます。 

1 追加/編集された接続巧 ( APN ) を選択 
► [ダイヤルアップ作成]をクリックずる 

FOMA 端末設定書さ込み確認画面び表示されま 
す。 

2 [はい]をクリックずる 

FOMA 端末へ接続先 ( APN ) 情報び書を込まれ 
た後、 [0 K ] をク U ックすると「パケット通信用 
ダイヤルアップの作成」画面び表示されます。 

3 任意の接続名を入力►[ユーザの•パス 
ワードの設定]をクリックする 

•「 mopera 川または 「 mopera 」 の場合は空欄で 
わ設定でさます。 

A ユーザの、パスワードを入力►「使用可 
能ユーザーの選択」を任意で設定 ► にの 
をクリックずる 

ダイヤルアップび作成されます。 

• ご利用のプ□パイダより IP 情報、 DNS 情報び指示さ 
れている場合は、パケット通信用ダイヤルアップの 
作成画面で[詳細情報の設定]をク U ックして、必 
要な情報を登録した歡[〇口をク U ックします。 

お知5せ 

• 接続先 （ APN ) は、パソコンに接続される FOMA 
端末に登録される情報です。そのため、異なる 
FOMA 端末をパソコンに接続した場合は、そのた 
びに接続先 （ APN ) を登録する必要びあります。 


ダイヤルアップネットワー 
クの設定 

FOMA PC 設定ソフトを使用せずに、パケット通信の 
ダイヤルアツプ接続を設定する方法について説明し 
ます。 
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を設定ずる 


パケット通信で使う接続先 ( APN ) を設定します。接 

続先 （ APN ) は最大10件設定でき、登録番号 （ cid ) 

で管理します。 

設定には、 AT コマンドを入力するための通信ソフト 

がぶ要です。ここでは Windows 標準添付の「八イパー 

ターミナル」 を使った設定方法を説明します。 

• お買い上げ時、登録番号 （ cid ) 1には mopera . ne . jp 、 3 
には mopera . net び設定されていますので、接続先を設 
定するときは 、 cid 2. または4〜10に設定してくだ 
さい。 

• Windows Vista には「ハイパーターミナル」び添付さ 
れていません 。 Windows Vista で設定する場合は、 
Windows Vista に対応する通信ソフトをご使用くださ 
し、設定ち法については、ご使用になるソフトの取扱説 
明書などをご参照くださし、。 

• fiTiGpera UJ 「 mopera 」 攻外の接続先 （ APN ) につい 
ては、ご利用のプ□バイダまたはネットワーク管理者に 
お問い合わせ<ださい。 

例 ： Windows XP の場合 

] FOMA 端末とパソコンを接続ずる 

• 接続方法^ド3 

2 「スタート」►「ずべてのプ□グラム」 ► 
「アクセサリ」►「通信」 KA イパーター 
ミナル」を順にクリックずる 

八イノ く一夕一三ナルび起動します。 

■ Windows 2000の場合 

「スタート」 ► 「プ□グラム」 ► 「アクセサリ」 
► 「通信」 ► 「八イパーター三ナル」を順にク 
U ックします。 

3 「名前」欄に任意の接続先名を入力 ► 
[0 K ] をクリックずる 


% 


るがを入力し、アイエ/を遥んでください： 
るお(が： 


IF0MA 


アイエ/の： 


霉急喝爆圃巧资 

< 1 > 


J I キャンヒル I 


4 「電話番号」欄に実在しない電話番号 
(の」など)を入力 ► r 接続方法」に 
「FOMA L 704 U と表示されていること 
を確認 ► [0 K ] をクリックする 

• 複数のモデム名び「接続方法」欄に表示されると 
さは、 FOMA 端ホのモデム名を確認して、選択し 
て<ださい。一 P 7 



5 接続画面で[キャンセル]をクリックする 

八イパーター三ナルの入力画面び表示されます。 

る 接続先 CAPINO を入力►回を巧す 

AT + CGDCQKTT 二 < cid>，’’<PDP type 〉";’ く APN >’’ 回の 
形式で入力します。 

く cidX く PDP type 〉、 く APN > の部分には、 
それぞれ次の情報を任意で入力して<ださい。 
入力後、 rOKJ と表示されれば、接続先 ( APN ) 
の設定は完了です。 

cid : 2、4 〜 10 の内の任意の番号を入力します。 
《既に cid び設定されている番号を選択した 
場合は、設定び上書さされますのでごを意 
<ださい。 

PDP type : 

接続先び対応する接続方式を PPP または IP 
のどちらかから選択して、""で囲んで入力し 
ます。 

APN :接続先 （ APN ) を’’’’で囲んで入力します。 

• 入力した文字び表示されない場合は、 ATE ] 回を 
入力してください。 



cid 2 に PDP type び PPP 、 APN び XXX . com の 
接続先を登録する場合 

■指定した cid の接続先 （ APN ) の設定をリセッ 
卜する場合 

AT + CGDCONT 二く cicl > 回を入力します。 

■ 設定されている接続先 （ APN ) を確認ずる場合 

AT + CGDCONT ? 回を入力します。 

7 「ファイル」イパーターミナルの終 
了」を順にクリックずる 

P 切断の確認画面で[はい]をクリック►保 
巧の確認画面で[いいえ]をクリックずる 

八イパーターミナルび終了し、接続先 （ APN ) の 
設定び完了します。 
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お知 5 せ 

• 接続先 （ APN ) は、 FOMA 端末に登録される情報 
のため、異なる FOMA 端末を接続する場合は接続 
先 （ APN ) を登録し直してください。 

• パソコンに登録されている接続先 （ APN ) を継続 
利用する場合は、 FOMA 端ホの同じ登録番号 ( cid ) 
に同じ接続先 （ APN ) を登録してください。 


発信者番号の通知/非通知を設定 
する 


パケット通信時に接続先に発信者番号を通知するか 
どうかを設定できます。ここでは、 AT コマンド （* 
DGPW 37> K ^ P 27) を使って、接続ずる前に設 
定する方法を説明しまず。 

発信者番号はお客様の大切な情報でず。通知ずる際に 
は、十分ごま意ください。 

• Windows Vista には「八イパーターミナル」び添付さ 
れていません 。 Windows Vista で設定する場合は、 
Windows Vista に対応する通信ソフトをご使用くださ 
し、。設定方法については、ご使用になるソフトの取扱説 
明書などをご参照 < ださい。 

1 r 接続先 ( APN ) を設定する」 （ P 18) の操 
作1〜2を行う 

八イノ く一夕一三ナルび起動します。 

2 発信者番号の通知（186)/非通知 
(184) を AT コマンドで設定ずる 

AT * DG 円 R 二く n > の形式で UTF のように入力 
します。 

入力後、 「0 K 」 と表示されれば、通知/非通知の 

日又 > 疋は刀 : _r ごす。 

• 入力した文字び表示されない場合は、 ATE ] 回を 
入力してください。 

■ 発信者番号を非通知にする場合 

AT が G 円 R 二]回 

発信/着信応答時に自動的に] 84び付さま 
す。 

■発信 者番号を通知する場合 

A い DG 円 R =2 回 

発信/着信応答時に自動的に] 8目び付さま 
す。 

■ * DG 円 R コマンドによる通知/非通知の設定 
を初期値（設定なし）に戻す場合 

AT が G 円 R 二0回 



お知5せ 

• ドコモのインターネット接続サービス 「mopera 
川または fmoperaj をご利用になる場合は、発 
信者番号を「通知」に設定する必要びあります。 


接続先番号による発信者番号の通知/非通知の設 

定について 

ダイヤルアップネットワークの設定時 （ P 19) に接続 
先番号に] 8日（通知）/]84 (非通知）を付けてわ、 
発信ち番号の通知/非通知を設定でさます。 

接続先番号、および* DG 円 R コマンドの各設定による 
発信者番号の通知/非通知の状態は政下のよラにな 
ります。 


接続巧番号の設定 
( cid =3 の場合） 

* DGP 旧コマンドによる設定 

設定なし 

非通知 

通知 

* 99ネネ* 3# 

通知 

非通知 

通知 

184 * 99ネネ* 3 # 

非通知（接続先番号の設定 
(184) び優先されます） 

18巨* 99ネネ* 3# 

通知（接続先番号の設定 
(186) び優先されます） 


ダイヤルアップネットワークの設 
定をずる 


パソコンから通信（ダイヤルアップネットワーク）の 
設定をします。 

•「 mopera 川 「 mopera 」 攻外に接続する場合の設定内 
容については、ご利用のプ□バイダまたはネットワーク 
管理者へお問い合わせください。 

例： < cid >=3 に登録されているドコモのインター 
ネ ッ 卜接続ヴービス rmopera UJ へ接続する場合 


Windows Vista で設定する場合 


1 rra (スタ—卜)」►「接続制对候にク 
リックずる 

2 「接続またはネットワークをセットアッ 
プしまず」をクリックずる 

3 「ダイヤルアップ接続をセットアップし 
まず」を選択►[次へ]をクリックずる 

4 モデムの選択画面び表示された場合は 
「FOMA L 704 U をクリックずる 

モデムの選択画面は、複数のモデムび存在すると 
さのみ表示されます。 

5 各種設定を行い、[接続]をクリックずる 

• 「ダイヤルアップの電話番号」欄に接続先の番号を 
入力します。 

• 「接続名」欄に任意の接続名を入力します。 

. 「ユーヴー名」「パスワード」の各欄にプ□バイダ 
またはネットワーク管理者から指定された設定を 
入力します。 

• rmopera 川または rmopera 」 に接続する場合 
は、「ユーヴー名」「パスワード」は空欄でも接続 
でさます。 
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6 r (接続名）に接続中..」画面で[スキッス 
をクリックする 

接続テストは行わずに、設定のみ確認します。 

• [スキップ]をク U ックしない場合、インターネッ 
卜に接続されますのでごま意ください。 

7 r 接続をセットアップします」►[閉じる] 
をクリックする 


@ みタイサルアジプ巧沒をたジトアップします 

回頂回 

イシターキジト巧拐テストにホ巧しました 

- 

-W 

4巧ち巧します ( T ) 


4间涅をを巧しまず ( D ) 


4巧境をゎットアップします ( S ) 


1— キでン fe * レ ■! 


g ria (スタ—卜)」►「接続制を順にク 
リックずる 

9 作成したダイヤルアップのアイコンを選 
択►ちクリックして「プ□パティ」をク 
リックずる 

]〇 「全般」タブの画面で設定を確認ずる 

パソコンに2台！;(上のモデムび接続されている場 
合は、「接続方法」欄で「モデム - FOMA L 704 U 
のみにチェックび付いていることを確認します 
(チェックび付いていない場合には、チェックし 
ます)。 

• 「ダイヤル情報を使ラ」にチェックび付いていない 
ことを確認します（チェックび付いている場合は、 
チェックをがします）。 



11 「ネットワーク」タブをクリック►各種設 
定を行う 

「この接続は次の項目を使用します」欄は、「イン 
夕ーネットプロトコルバージョン4 ( TCP / 
IPv 4)」にチェックを付けます。 

「 QoS パケットスケジューラ」の設定は、プ□パ' 
イダまたはネットワーク管理者の指定に従って 
<ださい。 

• TCP / IP を設定する場合は、[プ□パティ]をクリッ 
クします。設定については、プ□バイダまたはネッ 
トワーク管理者に確認して<ださい。 



12 「オプション」タブをクリック ►[ ppp 設 
■ 定]をクリックずる 

n すべての項目のチェックを外す ►[ OK ] 
' をクリックずる 
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14 「オプション」タブの画面で [ OK ] をク 
リックする 


Windows XP で設定する場合 


1 「スタート」►「すべてのプ□グラム」 ► 
「アクセサリ」►「通信」►「新しい接続 
ウィザード」を順にクリックずる 

2 新しい接続ウィザード画面で[次へ]をク 
リックする 


巧し〇巧ちウイサード 



巧しい接結ウィザードの開始 

このゥィザ-ドではみのキ邮寸をします： 

• インタ-ネットへの接続 

• 巧巧でのネゥトワ-クなどのプライパ-トネタトワ-如の巧続 

橫巧するにはじ大へ]をかクウし口だな、 


L 


^ 「インターネットに接続ずる」を選択 ► 

^ [次へ]をクリックずる 

4 「接続を手動でセットアップずる」を選択 
►[次へ]をクリックずる 

C 「ダイヤルアップモデムを使用して接続 
ずる」を選択 ► [次へ]をクリックずる 

A 「デバイスの選択」画面び表示された場合 
— は r モデム- F0MAL704U を選択►[次 
へ]をクリックずる 

デバイスの選択画面は、複数のモデムび存在する 
とさのみ表示されます。 

7 nsp 名」欄に任意の名前を入力►[次へ] 
をクリックずる 


巧ちを 
インタ、 


トネット巧続を援棋するサーむのを脯が!ですか？ 


ホ(I成 y クスに EP のを前を人力してび巧い。 

1SP を(直） 

pFOMA - 

ここに入力されをる肺まかぶしている巧続のを肺こねります。 


g 「電話番号」欄に接続巧の番号を入力 ► 
[次へ]をクリックする 


【仆ルするモま#号 

広 P の巧話番号をお定してください。 

下に宅話ま号を;？ 

を詰ま号を） 


ちを入力し口だミい。 


□ 


戴 話を 


9 


10 


接続の利用節囲を選択 ► [巧へ]をクリッ 
クする 

ユーヴーの選択を任意で行って < ださい。 

• パソコンの設定によっては、この画面び表示され 
ない場合びあります。 

r ユーザー名」 r パスワード」「パスワード 
の確認入力」の各欄に入力 ► [次へ]をク 
リックする 

プ□バイダまたはネッ ト ワーク管理者から指定 
された設定を入力します。 

•「 mopera 川または 「 mopera 」 に接続する場合 
は、空欄でわ接続でさます。 

イン々-わトアカウント倍巧 

イシタ-ネタト州か卜にサイシイシするには乃]化/卜姑:パストドがぶ里です。 

アスて版い。 晒な 


立ーザーお U): 
パスワードを)： 


L 


[ 


] 


バスヮ-ドの確忍入力を)：I r 

囚^のをビュ-如み f シタ-ネットに巧続するときは、だれでもこのァカウ >卜をわよロバスワ-ドを棟用 
囚この巧掃を巧ミのインタ-ネット巧病とする(曲 


]] [完了]をク U ツクする 

新し < 作成した接続ウイヴードび表示されます。 

12 「スタート」►「ずべてのプ□グラム」 ► 
r アクセサリ」►「通信」►「ネットワーク 
接続」を順にクリックずる 
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13 作成したダイヤルアップのアイコンを選 
択►「この接続の設定を変更する」をク 
リックする 



ーク巧ち 


ファイルの混美のま示がわ就;入り曲ツ-ルの詳帥設定(が AJ レブ妙 


^お- 〇 ■，す戶おま フォル々’巧’ 


:アドレス⑩该ネ，トワー贿搞 



] A 「全般」タブの画面で設定を確認する 

• パソコンに2台!;(上のモデムび接続されている場合 
は、「接続ち法」欄で「モデムー FOMA L 704 i 」 の 
みにチェックを付けます。 

• r ダイヤル情報を使う」のチェックをがします。 


N FOMA のブ□バティ 01^ 


を股 r がショシ IL セキュリティ1[ネットワ-ク0糊！設定 I . 


巧続方ミちの: 



囚すぺてのデバイスで同 b せ号を呼化 H すが I 椎胁か.. ] 


を話番号 

巿ホち#‘： を話者号を)： 

_ V ] 1*99 料巧# I [ その他(が I 

国呑号/地巧巧号(が 


□ タイヤル情铜をほうを） 1タイヤルまが段 I 


囚巧続巧じほ舶自锁こアイ]ンをま示する地) 


[ 0 K \ [ キャンむレ I 


K r ネットワーク」タブをクリック►各種設 
定を行う 

• 「呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」欄は、 
「 PPP:VVindows 9已 /98/ NT 4/2000, Internet 」 
を選択します。 

• 「この接続は次の項目を使用します」欄は、「イン 
夕ーネットプ□トコル（ TCP / IP )」にチェックを 
付けます。 「 QoS パケットスケジューラ」の設定は 
変更でさません。 



] も [設定]をクリックする 

17 すべての項目のチェックを外す ► にの 
- をクリックする 





ットワーク」タブの画面で [0 K ] をク 
クずる 


Windows 2 日 00 の場合 


1 「スタート」►「プ□グラム」►「アクセヴ 
| J 」 K 通信」►「ネットワークとダイヤル 
アップ接続」を順にクリックずる 

2 ネットワークとダイヤルアップ接続画面 
で r 新しい接続の作成」アイコンをダブル 
クリックずる 


3 所在地情報画面が表示された場合は「市 
外局番」を入力 ► [0 K ] をクリックずる 

「新しい接続の作成」をはじめて起動したとさの 
み表示されます。2回目し:^降は操作己に進んでく 
ださい。 

A 電話とモデムのオプション画面で [ OK ] 
をクリックずる 

5 ネットワークの接続ウイザード画面で 
[次へ]をクリックする 

6 「インターネットにダイヤルアップ接続 
する」を選択►[次へ]をクリックする 
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7 「インターネット接続を手動で設定する 
か、または□一カルエリアネットワーク 
( LAN ) を使って接続しまず」を選択 ► 
[次へ]をクリックする 

3 「電話回線とモデムを使ってインター 
ネッ 卜に接続します」を選択►[次へ]を 
クリックする 

9 モデムの選択画面び表示された場合は 
「 F 0 MAL 704 U を選択►[次へ]をク 
リックする 

モデムの選択画面は、複数のモデムび存在すると 
さのみ表示されます。 

•「FOMA L 704 i 」 び表示されていない場合は、「イ 
ンターネットへの接続に使うモデムを選択する」欄 
をク U ックして 「FOMA L 704 U を選択します。 

1Q 「電話番号」欄に接続巧の番号を入力 ► 
[詳細設定]をクリックずる 

「市外局番とダイヤル情報を使ラ」のチェックを 
外します。 



11 「接続」タブの画面で画面例のように設定 
を行ぅ 

•「 mopera 川 fmoperaj 攻外に接続する場合、 
「接続の種類」「□グオンの手続さ」の各欄にプロ 
バイダまたはネットワーク管理者から指定された 
設定を入力します。 



12 「アドレス」タブをクリック►画面例のよ 
■ うに設定►に K ] をクリックずる 

•「 mopera 川 firiGperaJ 政外に接続する場合は、 
riP アドレス」 riSP による DNS (ドメインネーム 
サービス）アドレスの自動割り当て」の各欄にプ 
□バイダまたはネットワーク管理者から指定され 
た設定を入力します。 


13 「インターネットアカウントの接続情報」 
’ 画面で[次へ]をクリックずる 

1 A 「ユーザー名」 r パスワード」を入力►[次 
へ]をクリックずる 

プ□バイダまたはネットワーク管理者から指定 
された設定を入力します。 

•「 mopera 川または 「 mopera 」 に接続する場合 
は、空欄でわ接続できます。空欄の場合、ユーヴー 
名とパスワードの空白を確認する画面び続けて表 
示されます。各画面で[はい]をク U ックします。 



15 「接続名」欄に任意の接続先名を入力 ► 

> [次へ]をクリックずる 

1も 「いいえ」を選択►[次へ]をクリックずる 

17 [完了]をクリックずる 

• 「今すぐインターネットに接続するにはここを選 
び完了をク U ックしてください」び表示される場 
合はチェックを外します。 

18 作成したダイヤルアップのアイコンを選 
択►「ファイル」►「プ□パティ」を順にク 
リックする 
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ファイルの想集を） 
巧続り） 

が態(ぶ 


ま示わ贡 • に入りみ）ツールの詳帥設ミ (Jl) ヘルプ(ぶ 


コビーの巧ぶ® 

ショートかタトの化巧を） 
刖除© 

をおのを更化!） 

m 


閉じるに） 


巧辨タイヤルアツフ撕1 


なフォルタ I な Pi* X 例 I 國， 


a 


レアッブ 


を 

卜盤镜エリア 


め]念 


21 [設定]をク U ックする 

22 ずべての項目のチェックを外す ►[0 K ] 
をクリックする 


ド PP の記ち 


厂 LCP 掀長をほう生） 

厂リフトウ I アじよる圧捕を巧う(が 
厂単ーリンウ掉输がしてマル判ンクをネ j シ1-卜お M 


げ悠切肚 


]9 「全般」タブの画面で設定を確認ずる 

• パソコンに2台攻上モデムび接続されている場合 
は、「接続の方法」欄で「モデムー FOMA L 704 i 」 
のみにチェックを付けます。 

• 「ダイヤル情報を使ラ」のチェックを外します。 



20 「ネットワーク」タブをクリック►各種設 
定を行う 

• 「呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」欄は、 
rPPP ： Windows 日日/日 8/ NT 4/2000, Internet 」 
を選択します。 

• 「チェックボックスびオンになつているコンポー 
ネントはこの接続で使われます」欄は、「インター 
ネットプ□トコル ( TCP / IP ) J のみにチェックを 
付けます。 



0 K I _キャンむレ」 


93 「ネットワーク」タブの画面で [ OK ] をク 
リックする 



FOMA PC 設定ソフトを使わない通信および通信の 
切断の操作について説明しまず。 

• 通信する前に FOMA 端ホびパソコンに正し<接続され 
ていることを確認してください。 -P3 
• 通信するとさは、設定に使用した FOMA 端末を接続し 
てください。異なる FOMA 端末を接続した場合は、通 
信設定ファイルの再インス!-ールび必要になる場合び 
あります。 

例 ： Windows XP の場合 

1 「スタート」►「ずべてのプ□グラム」 ► 
「アクセサリ」►「通信」►「ネットワーク 
接続」を順にクリック►設定した接続巧 
のアイコンをダブルクリックする 

■ Windows Vista の場合 

「 KI (スタート)」 ► 「接続先」を順にクリック 
►設定した接続先を選択 ► [接続]をクリック 
します。 

■ Windows 2000の場合 

「スタート」 ► 「プ□グラム」 ► 「アクセサリ」 
► 「通信」 ► 「ネットワークとダイヤルアップ 
接続」を順にク U ック►設定した接続先のアイ 
コンをダブルク U ックします。 

2 「ユーザー名」 r パスワード」を入力►[ダ 
イヤル]をクリックずる 

接続先に接続されます。 

• fmopera UJ または fmoperaj に接続する場合は 
「ユーヴー名」「パスワード」の各欄は空欄のまま、 
[ダイヤル]をク U ックしてち接続でさます。その 
他のプ□バイダやダイヤルアップ接続を選択した 
場合は、「ユーヴー名」「パスワード」の各欄に入力 
し、[ダイヤル]をク U ックしてください。 

• ユーヴー名とパスワードの保を、またはパスワー 
ドの保存にチェックを付けると、次回からは入力 
を省略でさます。 

• 0 S の種類によっては、ダイヤルアップを接続する 
と接続の完了画面び表示されます。ただし、政前 
に接続完了のメッセージを表示しない設定にした 
場合は、完了画面は表示されません。 


24 


巧のぺージへ続く 



















































通信を切断する 


インターネットブラウザを終了しただけでは通信び 
切断されない場合びあります。次の操作を巧い、確実 
に切断して < ださい。 


1 パソコンのタスクトレイの 
ダイヤルアップアイコンを 
クリックずる 


国 


接続が態を示す画面び表示されます。 

2 [切断]をクリックする 

通信び切断されます。 



お知5せ 

• パソコンに表示される通信速度は、実際の通信速 
度とは異なる場合びあります。 


LAT コマンドについて I 

パソコンで FOMA 端末の機能の設定や状態の確認を 
行うためのコマンド（命令）でず。通常は通信ソフト 
び AT コマンドを発行ずるので、 AT コマンドを意識す 
る必要はありません。独自に AT コマンドを入力して 
FOMA 端末を制御したい場合に利用しまず。 


AT コマンドの入 方が苗 


AT コマンドの入力は八イパーターミナルなどの通信 
ソフトのターミナルモード画面で行いまず。 

• ター S ナルモードとは、パソコンで入力された文字び通 
信ポーに接続されている回線に送信されるモードの 
ことを术します。 


入力例 


* 求1# 回 

-リタ—ンマ—ク 

-パラメータ：コマンドの 

内容でず。 

-コマンド名 

• AT コマンドは、コマンドに続くパラメータ（数字や記 
号）を含めて、必ず]行で入力します。通信ソフトの 
ター S ナルモード画面では、最初の文字から回の直前 
の文字までび「1行」になります。 AT コマンドわ含め 
て2已日文字まで入力でさます。 

• AT コマンドは、コマンドに続くパラメータも含めて、必 
ず半角英数字で入力して < ださい。 
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AT コマンドー覧 


FOMA L 704 i Modem で使用できる AT コマンドです。 

• し: TF のコマンドは、入力可能ですび機能しない無効なコマンドです。 

-AT (AT のみ入力） - ATS 0 (自動着信するまでの呼び出し回数設定） -ATS 目（ダイヤルするまでのポーズ 
時間設定） - ATS 8 (カンマダイヤルによるポーズ時間設定） - ATST 0 (自動切断までの遅延時間設定） 


AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

A / 

直前に実行した AT コマン 
ドを再実行します。入力の 
最後にキャリッジリターン 
( CR ) の入力は不要です。 


A / 

0 K 

AT%V 

FOMA 端末のバージョンを 
表 7 J \ します。 


AT%V 

L 704 i - 

XXXXXXXXX - 

xxxxx - xxx - xx - 

2007 - DCM-JP 

X [XXX XX 

2007 XX : XX : XX ] 
OK 

AT & C < n > 

DTE への回路 CD 信号の動 
作条件を選択します。 

n 二 0 : CD は常に ON 
n 二]: CD は相手モデムのキヤ U 
アに応じて変化する（初期 
値） 

AT&Cl 

OK 

AT & D < n > 

DTE から受け取る回路 ER 
信号びオンまたはオフへ遷 
移したとさの動作を選択し 
ます。 

n 二 0 : ER の状態を無視する（常 
に ON とみなします） 
n 二 2 :回線を切断し ER び ON から 
OFF に変化すると、オフラ 
インコマンド状態になる 
湖期値） 

AT & D 2 

OK 

AT & F < n > 

すべてのレジスタを工場出 
荷時の設定値に戻します。 
通信中にこのコマンドび入 
力された場合は、回線切断 
の処理び行われます。 

n 二 0 のみ指定可能借略巧） 


AT & W < n > 

現在の設定値を FOMA 端末 
に記憶します。 

n 二□のみ指定可能借略巧） 

— 

AT み DANTE 

FOMA 端末の電波状態（ア 
ンテナマークの棒の本数） 

を表 TJX します。 

U ヴルトの書式： 

が ANTE : く m > 
m 二 0 :圏外の状態 
m 二]:アンテナび 0 本または]本 
表示される状態 

m 二 2 :アンテナび 2 本表示される 
状態 

m 二 3 :アンテナび 3 本表示される 
状態 

AT み DANTE 
❖ DANTE :3 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT が G 円 R 二 < n > 

パケット通信時に、接続先 
への発信者番号の通知/非 
通知を設定します。 

本コマンドの設定は、発信 
時に有効です。 

なお、ダイヤルアップネッ 
トワークの設定で、接続先 
の番号に184 (非通知）/ 
186 (通知）を付けてを設 
定でさます。 - P 19 

n 二日： APN の設定のまま接続 
n 二]: APN に] 84 (非通知）を 
付加して接続 

n 二2 : APN に18目（通知）を付 
加して接続 

A い DGP 旧？ 

:現在の設定値を表示する 

AT が GP 旧=0 

0 K 

AT み DGP 旧？ 
DGPIRO 

OK 

AT が RPW 

FOMA 端末の受信電力指標 
値を表示します（最ル値〜 
最大値： 〇〜7己)。 


AT が RPW 
が RPW :2 己 

OK 

AT+CACM 二 "<pas 
swd >" 

FOMA カードに記録される 
累積課金の値をリセットし 
ます。 

passwcl : PIN 2 コード 
入力した PIN 2 コードび正しかった 
場合は、累積課金の値をリセット 
します。 

(円 N 2 I ] — ドとし 
て「1234」を入 
力） 

AT + CACM ="123 

4" 

OK 

AT+CBC 

FOMA 端末の電池残量を表 
汀^しよす。 

リヴルトの書式： 

+ CBC :< bcs >，< bcl > 
bcs 二0 :電池パックより電源び供 
給されている状態 
bcs 二1:電池パックより電源び供 
給されていない状態 
bcs 二2 : FOMA 端末に電池パック 
び接続されていない状態 
bcs 二3 :電源供給エラーによる 

FOMA 端末から発信不可 
の状能 

bcl :電池残量を。〜100の数 

値で表示する 

AT+CBC 
+ CBC : 0,70 

OK 

AT+CGDCONT 

パケット通信の接続先 
( APN ) を設定します。 

P 33 をご参照ください。 

P 33 をご参照くだ 
さい。 

AT+CGE 日 MIN 

PPP パケット通信の接続確 
立時にネットワーク側から 
通知される QoS (サービス 
品質）を許容するかどラか 
判定する基準値を登録しま 
す。 

P 33 をご参照ください。 

P 33 をご参照くだ 
さい。 

AT+CGEQREQ 

PPP パケット通信の発信時 
にネットワーク側へ要求す 
る QoS (サービス品質）を 
設定します。 

P 33 をご参照ください。 

P 34 をご参照くだ 
さい。 

AT+CGMR 

FOMA 端末のバージョンを 
表 TJX します。 


AT+CGMR 

XXXXXXXXXXX 

XXXXXX 

0 K 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT+CGREG 二 <n> 

ネットワークへの登録状態 

n 二日：通知なし（初期値） 

AT+CGREG 二] 


を通知するかどラかを設定 

n 二]:通知あり 

0K 


します。ネットワークから 

圏内/圍外び切り替わると 

(通知ありに設定し 


応答される通知情報に応じ 

通知する 

た場合） 


て圍内または圏外を表示し 

AT+CGREG? 

AT+CGREG? 



:現在の状態を表示する 

+CGREG: 1，0 

OK 



リヴルトの書式： 

(パケット通信圏外 



+CGREG: く n> ，く stat> 
n :通知のあり/なしの現在の設 
定値を表示する 
stat 二0:パケット通信圏外 
stat 二]:パケット通信圏内 
stat 二4:不明 

stat 二日:パケット通信圏内（□一 

の場口） 



三ング時） 


AT+CGSN 

FOMA 端末の製造番号を表 

- 

AT+CGSN 


术します。 


XXXXXXXXXXX 

XXXX 

0K 

AT+CMEE 二く n> 

FOMA 端末の エラー レポ ー 

n 二0 :通常の ERROR U ヴルトを 

AT+CMEE 二0 


卜の有無を設定します。 

用いる（初期値） 

0K 



n 二 ]: +CME ERROR: く err>i」 




ヴルトコードを使用し、 

AT+C 円 N="123 



く er「> は数値を用いる 

4己 678"; 1234" 



n 二2 : +CME ERROR: く err>U 

ERROR 



ヴルトコードを使用し、 

く err> は文きを用いる 

AT+CMEE- 1 



AT+CMEE? 

OK 



:現在の設定値を表示する 
ち記は誤った PIN □ック解除コー 

AT+C 円 N 二"123 



ド、および PIN]/PIN2 コードを 

4 己 678"; 1234" 



入力した場合の表示例です。 

+CME ERROR : 

16 




AT+CMEE=2 

OK 




AT+C 円 N="123 

4 己 678"; 1234" 
+CME ERROR : 
incorrect 
password 

AT+CNUM 

FOMA 端末の自局電話番号 

リヴルトの書式： 

AT+CNUM 


を表 TJX します。 

+CNUM:， く number〉 ，く type> 

+CNUM:，" 090 XX 



number :自局電話番号 

XXXXXX",129 



type=l 29 

:電話番号に「+」（国際アクセス 
コード）を含まない 
type 二] 4己 

OK 



:電話番号に「+」（国際アクセス 
コート j を含む 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT+CPAS 

FOMA 端末への制御信号び 

リヴルトの書式： 

AT+CPAS 


使用でさる状態かどラかを 

+ CPAS:<pas> 

+ CPAS:0 


表术します。 

pas 

0:F0MA 端末への制御信号の送受 
信び可能 


AT+CPIN 二"く pin>" 

FOMA 端末に円 N コードを 

PIN ] /PIN2/PIN □ック解除コー 

AT+CPIN? 

[；'<newpin>"] 

入力します。 

ドを入力します。 

+CPIN : SIM PIN 



AT+CPIN? 

OK 



:円 N] または PIN2 コードの状態 
を示します。 U ヴルトコードに 

(PIN] または PIN2 



ついては P34 を参照してくださ 

コードとして 



い。 

「1234」を入力） 



《AT+CPIN によって PIN 認証は 

AT+C 円 N="123 



可能ですび、 FOMA 端末には表 

4" 



示されません。ごを意ください。 

0K 




(PIN □ック解除 
コードとして 
「] 234己678」、 
新しい PIN] または 
円N2コードとして 
「1234」を入力） 
AT+C 円 N="123 

4己 678"; 1234" 
0K 

AT+CPUC 二"く curr 

FOMA カー ドの通貨 テーブ 

passwd : PIN2〕ー ド 

(円N2つードとし 

ency>"；'<ppu>"[；' 

ルを書さ換えます。 


て「1234」を入 

<Passwd>"] 


※入力した PIN2 コードび誤ってい 

力） 



た場合は、 「ERROR」 び表示さ 

AT+CPUC 



れます。 

二" YEN"; 0 .2"; 12 
34" 



AT+CPUC? 

OK 



:現在の設定値を表示する 

AT+CPUC? 

+CPUC:"YEN". 

"0.2" 




OK 




AT+CPUC =? 

OK 

AT+CREG=<n> 

圏内/圏外情報の表示に関 

n 二0 :通知なし（初期値） 

AT+CREG=] 


する U ヴルト表示の有無を 

n 二]:通知あり 

OK 


設定します（パソコンの 

圏内/圏外び切り替わると 

(通知ありに設定） 


日 S によっては設定でさな 
い場合びあります)。 

通知する 

AT+CREG? 



AT+CREG? 

+CREG: 1，0 



:現在の状態を表示する 

OK 

(圏外の場合） 



リヴルトの書式： 

+CREG: く n>i く stat> 

+CREG:1 



n :通知のあり/なしの現在の設定 

(圏外から圏内に移 



値を表示する 

S ね t 二 □: 音声圏外 
stat 二]:音声圏内 
stat 二4:不明 

stat 二已:音声圏内（□ーミング時） 

動した場合） 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT+FCLASS 二く n> 

FOMA 端末びヴポートする 
通信種別を設定します。 

n 二0 :データのみサポート（初期 
値） 

AT+FCLASS? 

:現在の設定値を表示する 

AT+FCLASS=0 

OK 

AT+GCAP 

FOMA 端末の AT コマンド 
のサポート能力を表示しま 
す。 


AT+GCAP 

+GCAP:+CGSM， 

+FCLASS.+W 

OK 

AT+GMI 

製造元名を表示します。 


AT+GMI 

LG Electronics 

Inc 

OK 

AT+GMM 

FOMA 端末の製品名を表示 
します。 


AT+GMM 

FOMA L 704 i 

OK 

AT+GMR 

FOMA 端末のバージョンを 
表术します。 


AT+GMR 

L 704 i- 

MSM 2340己己 C- 

VXXX-XXX-XX- 

XXXX-DCM-JP 

X [XXX XX 

2007 XX:XX:XX] 
OK 

AT+IFC 二く n>，<m> 

フ□一制御方式を設定しま 
す。 

n:DCE by DTE 
m:DTE by DCE 

く n>i く m> のパラメータ 

0: フ□一制御なし 
]:X 日 N/XOFF フ□-制御 
2:RS/CS (RTS/CTS) フ□-制 
御湖期値） 

AT+IFC? 

:現在の設定値を表示する 

AT+IFC 二2,2 

OK 

AT+IFC? 

+IFC: 2,2 

AT+WS4 日二く n> 

FOMA 端末び使用する無線 
ネットワークを設定しま 
す。 

n=]2:GSM 

n 二 22:3G (W-CDMA) 

n 二2日:自動切り替え湖期値） 

AT+WS46? 

:現在の設定値を表示する 

AT+WS46 二 2 己 

OK 

AT+WS46? 

2 己 

OK 

AT¥S 

現在設定されている各コマ 
ンド、 S レジスタの内容を 


AT¥S 

El QO VI XO 
&C1 &D2 
3000=000 
3003=013 
3004=010 

SOO 己 =008 
3006=005 
3007=060 
3008=003 
3010=001 

OK 


30 


巧のぺージへ続く 














AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

ATD 

発信処理を行います。 

入力の書式： 

ATD 求99ネネネ < cicl># 
cicl:+CGDCONT コマンドで設定 
した APN の登録番号 (cid ) を1〜 
]0で入力します。 

• cid を省略して 「ATD*9 が**#」 

と入力すると、自動的に cid 1に 
登録されている APN に発信され 
ます。 

ATD*9 が**3# 
CONNECT 

ATE<n> 

コマンドモードのとさに 
DTE に対するエコーバック 
の有無を指定します。 

n 二0:エコーバックなし 
n 二]:エコーバックあり（初期 
値） 

ATE] 

OK 

ATH 

パケット通信時に回線を切 
断します。 


(パケット通信中） 
ATH 

N0 CARRIER 

ATI<n> 

認識コードを表示します。 

n 二0 : [NTT □日 Com 日」を表示す 
る 

n 二]:製品名を表示する 
n 二2 : FOMA 端末のバージョンを 

n=3 : ACMP 信号の各要素を表示 
する 

n 二4 : FOMA 端末の通信機能の詳 
細を表示する 

ATI0 

NTT DoCoMo 

OK 

ATI] 

FOMA L 704 i 

OK 

ATQ<n> 

DTE への U ヴルトコードを 
表示するかどラか設定しま 
す。 

n 二 0 :表示する湖期値） 
n 二].表 7 JT しない 

ATQO 

OK 

ATQl 

(このとき、 「0K」 

は表示されない） 

ATS3 二く n> 

キャ IJ ッジ リターン (CR) 
キャラクタを設定します。 

n 二13 :初期値 （13 のみ設定でさ 
ます） 

ATS3? :現在の設定値を表示する 

ATS3 二] 3 

OK 

ATS3? 

013 

OK 

ATS4 二 <n> 

ラインフイード (LF) キャ 
ラクタを設定します。 

n 二10 :初期値 （10 のみ設定でさ 
ます） 

ATS4? :現在の設定値を表示する 

ATS 4=]0 

OK 

ATS 4? 

010 

OK 

ATS 己二く n > 

バックスペース （BS) 
キャラクタを設定します。 

n 二8 :初期値 （8 のみ設定でさま 
す） 

ATS 己？：現在の設定値を表示する 

ATS 己二 8 

OK 

ATS 己？ 

008 

OK 

ATV<n> 

すべての U ヴルトコードの 
表示を数字または英文字に 
設定します。 

n 二0: U ヴルトコードを数値で表 
示する 

n 二]: U ヴルトコードを文字で表 
示する（初期値） 

ATVl 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

ATX<n> 

接続時の CONNECT 表示 
に速度表示の有無を設定し 
ます。また、ビジートー 
ン、ダイヤル!-ーンを検出 
します。 

n 二0 :ビジートーン検出なし、ダ 
イヤルトーン検出なし、速 
度表术なし 

n 二]:ビジートーン検出なし、ダ 
イヤルトーン検出なし、速 
度表示あり 

( 1=2 :ビジートーン検出なし、ダ 
イヤルトーン検出あり、速 
度表示あり 

n 二3 :ビジートーン検出あり、ダ 
イヤルトーン検出なし、速 
度表示あり 

n 二4 :ビジー!-ーン検出あり、ダ 
イヤルトーン検出あり、速 
度表示あり（初期値） 

ATX1 

0K 

ATZ<n> 

AT コマンドの設定を、不 
揮発メモ U の内容に U セッ 
卜します。通信中にこのコ 
マンドび入力された場合 
は、設定は U セットされま 
せん。 


ATZ 

0K 
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■ コマンド名： + CGDCONT = [パラメータ] 

• 概要 

パケット発信時の接続先 (APN) の設定を行い 
ます。 

本コマンドは設定コマンドですび、 &F による U 
セットは行われません。 

• ま式 

+CGDC 日 NT 二 [<cid> [ ,"<PDP type>" 

[；'<APN >"]]] 

• パラメータ説明 
<cid >《] : ] 〜] 0 
く PDPtype>《2 : PPP または IP 
く APN>《3 :任意 

:く cicl> は、 FOMA 端末内に登録するパケット 
通信での接続先 （APN) を管理する番号です。 
本 FOMA 端末では]〜] 0び登録でさます。な 
お、く cid>=] には mopera.ne.jp、<cid>=3 
には mopera.net び初期値として登録されてし、 
ます。 

《2 :く PDP type> は、パケット通信の接続方式で 
す。接続先び対応する接続方式を PPP または IP 
のどちらかから選択して入力します。 

《3: く APN> は、接続先を示す接続先ごとの任意の 
文字列です。 

•コマンド実行例 

abc という APN 名を登録する場合のコマンド 
(cicl2 に登録する場合） 

AT+CGDCONT 二 2;IP"，"abc" 

OK 

• パラメータを省略した場合の動作 
AT+CGEQREQ 二 

:すべてのく cicl> を初期値に戻します。 
AT+CGDCONT 二く cicl> 

:指定されたく cicl> を初期値に戻します。 
AT+CGDCONT=? 

:設定巧能な値の IJ スト値を表示します。 
AT+CGDCONT? 

:現在の設定を表示します。 

■コマンド名： + CGEQMIN = [パラメータ] 

• 概要 

パケット通信確立時にネットワーク側から通知 
される QoS (サービス品質）を許容するかどラ 
かの判定基準値を登録します。 

本コマンドは設定コマンドですび、 &F による U 
セットは行われません。 

• 書式 

+CGEQMIN 二 [<cid> し <Maximum bitrate UL> 
[i<Maximum bitrate DL >]]] 

• パラメータ説明 
<cicl >《]:] 〜] 0 

く Maximum bitrate UL>《2 : なし湖期値） 
または384 

く Maximum bitrate DL>《2 :なし湖期値） 
または3,648 
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:く cicl> は、 FOMA 端末内に登録するパケット 
通信での接続先 （APN) を管理する番号です。 
本 FOMA 端末では1〜10び登録でさます。 

なお、 <cid>=l には mopera.ne.jp、<cid>=3 
には mopera.net び初期値として登録されてい 
ます。 

《2 :く Maximum bitrate UL> およびく Maximum 
bitrate DL> は、 FOMA 端末と基地局間の上り 
および下り最低通信速度 [kbps] の設定です。 
なし（初期値）の場合はすべての速度を許容し 
ますび、384および3,日48を設定した場合は 
これらの値政外での速度の接続は許容しない 
ため、パケット通信び接続でさない場合びあり 
ますのでごを意くださし、。 

•コマンド実行例 

(1) 上り/下りすべての速度を許容する場合の 
コマンド （cid び2の場合） 
AT+CGEQMIN=2 

OK 

(2) 上り 384kbps/ 下0 3,648 kbps の速度の 
み許容する場合のコマンド （cid び2の場合） 
AT+CGEQMIN 二21，384,3648 

0K 

(3) 上り 384kbps/ 下りはすべての速度を許容 
する場合のコマンド （cid び2の場合） 
AT+CGEQMIN 二2，，384 

0K 

(4) 上りすベての速度/下り3,日 48kbps の速度 
のみ許容する場合のコマンド （cid び4の場 
合） 

AT+CGEQMIN 二4…3648 
0K 

• パラメータを省略した場合の動作 
AT+CGEQMIN 二 

:すべての <cicl> を初期値に戻します。 
AT+CGEQMIN 二 <cicl> 

:指定された <cicl> を初期値に戻します。 
AT+CGEQMIN=? 

:設定巧能な値のリスト値を表示します。 
AT+CGEQMIN? 

:現在の設定を表示します。 


■ コマンド名： + CGEQREQ = [パラメータ] 

• 概巧 

パケット通信の発信時にネットワークへ要求す 
る日 oS (サービス品質）を設定します。 

次のコマンド実行例に記載されている]種類の 
み設定でさ、初期値としてを設定されています。 
本コマンドは設定コマンドですび、 &F による U 
セットは行われません。 

• き式 

+CGEQREQ 二 [<cid>] 

• パラメータ説明 
<cid>^ : ] 〜] 0 

※：く cid> は、 FOMA 端末内に登録するパケット通 
信での接続先 （APN) を管理する番号です。本 
FOMA 端末では]〜] 0び登録できます。なお、 
く cid >=] には mopera.ne.jp、 く cid> 二3には 
mopera.net び初期値として登録されています。 
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•コマンド実行例 

次の]種類のみ設定でさます（各 cid に初期値と 
して設定されています)。 

上り 384kbps/ 下り3,648 kbps の速度で接続 
を要求する場合のコマンド （cid び2の場合） 
AT+CGEQREQ 二2 
0K 

• パラメータを省略した場合の動作 
AT+CGEQREQ 二 

:すべてのく cicl> を初期値に戻します。 
AT+CGEQREQ 二 <cicl> 

:指定された <cicl> を初期値に設定します。 



数字表示 

文字表示 

理由 

]已 

SIM wrong 

FOMA 力ード政外の SIM 
(NTT ドコモ政外のに力一 
ド） び挿入されています。 

16 

incorrect 

password 

パスワードび誤っていま 
す。 

100 

unknown 

不明なエラーです。 


—ド 


■ リザルトコードー覧 


数字表示 

文字表示 

意味 

0 

0K 

正常に実行しました。 

1 

CONNECT 

相手と接続しました。 

2 

RING 

着信しています。 

3 

NO CARRER 

回線び切断されました。 

4 

ERROR 

コマンドを受け付けること 
びでさません。 

6 

NO 

DIALTONE 

ダイヤルトーンび検出でさ 
ません。 

7 

BUSY 

話中音検出中です。 

8 

NO ANSWER 

接続完了（タイムアウト） 

100 

RESTRICTION 

ネットワークび規制中です。 


お知5せ 

• ATVn コマンド (P 31) び n 二]に設定されて 
いる場合は文字表示（初期値）、 n 二0に設定さ 
れている場合は数字表示で U ヴルトコードび 
表示されます。 


■ AT+CPIN? のリザルトコード 


FOMA 端末の 
状態 

リザルトコード 

入力待ち 

+C 円 N:SIM 円 N (PIN] コードの場合） 

+C 円 N:SIM 円 N2 (円 N2 コードの場合） 

PIN □ック解除 
コード入力待ち 

+C 円 N:SIM PUK (PIN] コードの場合） 
+C 円 N:SIM PUK2 (PIN2 コードの場合） 

円 N コード認証 
済み 

+C 円 N:READY 

不適切なコマン 
ドび入力された 
状態 

+CME ERROR:Operation is not 
allowed 

コマンド誤入力 

ERROR 
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